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今月のあいちの花：ユリ
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（1）　中央会あいち　2017年６月

Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長

　
内
閣
府
が
発
表
し
た
今
年
１
～
３
月
期
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
速
報
値
は
、
物
価
変
動
の
影
響
を
除
い
た
実
質

の
季
節
調
整
値
で
、
前
期
比
プ
ラ
ス
0.5
％
、
年
率
換
算
で
は

プ
ラ
ス
2.2
％
と
、
５
四
半
期
連
続
で
の
プ
ラ
ス
成
長
と
な
っ

た
。
需
要
項
目
の
内
訳
を
み
る
と
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６
割
近

く
を
占
め
る
個
人
消
費
が
前
期
比
プ
ラ
ス
0.4
％
と
全
体
の
け

ん
引
役
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
寄
与
度
で
輸
出

に
次
い
で
貢
献
度
が
高
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
前
期
か
ら
の
生

鮮
野
菜
の
価
格
高
騰
が
一
服
し
、
消
費
者
心
理
が
一
時
的
に

改
善
し
た
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
み
る
。
生
鮮
食
品
の
買
い

控
え
に
よ
る
消
費
低
迷
の
反
動
が
主
な
プ
ラ
ス
要
因
で
あ

り
、
個
人
消
費
に
力
強
さ
が
戻
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
マ
イ
ナ
ス
に

　
個
人
消
費
の
先
行
き
懸
念
は
、
四
半
期
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の

動
向
か
ら
も
窺
え
る
。
総
合
的
な
物
価
の
動
き
を
示
す
Ｇ
Ｄ

Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
、
１
～
３
月
期
の
季
節
調
整
系
列
で
マ

イ
ナ
ス
0.6
％
と
前
期
の
プ
ラ
ス
0.1
％
か
ら
大
幅
に
低
下
し

た
。
輸
入
物
価
の
動
き
を
除
い
た
国
内
需
要
デ
フ
レ
ー
タ
ー

も
前
期
比
マ
イ
ナ
ス
0.0
％
と
前
期
の
プ
ラ
ス
0.4
％
か
ら
低
下

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
る
な
ど
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
弱
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
0.6
％
ま
で
急
落
し
た

の
は
、
円
高
傾
向
や
資
源
相
場
の
低
迷
に
よ
っ
て
海
外
か
ら

入
っ
て
く
る
輸
入
物
価
が
下
落
し
た
影
響
が
大
き
い
。
し
か

し
、
輸
入
物
価
の
影
響
を
除
い
た
国
内
需
要
デ
フ
レ
ー
タ
ー

も
小
幅
な
が
ら
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
お
り
、
国
内
景
気
や
個

人
消
費
が
必
ず
し
も
強
く
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
さ

ら
に
民
間
在
庫
の
寄
与
度
も
プ
ラ
ス
0.1
％
と
な
っ
て
お
り
、

消
費
に
力
強
さ
が
な
い
た
め
、
売
れ
残
り
の
在
庫
も
積
み
上

が
っ
て
い
る
。

政
策
的
な
物
価
引
き
上
げ
の
狙
い
も

　
一
方
、
家
計
に
対
し
て
総
務
省
が
サ
ン
プ
リ
ン
グ
調
査
を

実
施
し
て
い
る
全
国
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
、
生

鮮
食
品
を
除
く
総
合
で
３
月
は
0.2
％
ほ
ど
上
昇
し
て
い
る
。

原
油
価
格
の
持
ち
直
し
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
が
上
が
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
で
３
カ
月
連
続
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
除

く
指
数
で
は
0.1
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
物
価
が
下
落

し
て
お
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
符
号
と

も
一
致
し
て
い
る
。

　
実
際
に
、
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
の
現
場

で
も
、
物
価
の
下
落
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
最
大
手
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
は
日

用
品
な
ど
約
60
品
目
を
５
％
ほ
ど
値
下
げ
し
、

ロ
ー
ソ
ン
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
も
こ
の

動
き
に
追
随
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
電
製
品

な
ど
の
耐
久
財
の
価
格
も
下
落
し
て
い
る
ほ

か
、
通
信
業
界
で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
最
低

料
金
が
値
下
げ
さ
れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
デ

フ
レ
圧
力
が
弱
ま
っ
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
た
物
価
下
落
の
一
方
で
、
燃
料
高
を

価
格
転
嫁
す
る
動
き
や
、
人
手
不
足
に
よ
る
運

送
業
界
の
値
上
げ
交
渉
に
よ
り
、
一
部
で
値
上

げ
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
政
府

や
政
府
系
企
業
が
政
策
的
に
価
格
を
引
き
上
げ

る
動
き
も
み
ら
れ
、
介
護
保
険
料
や
タ
ク
シ
ー

料
金
、
は
が
き
や
タ
バ
コ
、
小
麦
価
格
な
ど
が

値
上
げ
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
全

体
の
消
費
者
物
価
が
持
続
的
な
マ
イ
ナ
ス
に
陥

ら
な
い
よ
う
政
策
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

る
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
弱
い
消
費
実
態
が
物
価

動
向
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
再
び
デ
フ
レ
が
加
速

す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
こ
う
し
た
思
惑
の
中

で
、
消
費
実
態
と
物
価
動
向
の
動
き
を
正
確
に

把
握
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

二
極
化
す
る
消
費
者
物
価

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。14 年８月より中京大学経済研究所研究員。15 年４月中京大学経済学部客員教授。現在、ニュース番組な
どのコメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合、青森県、函館市などの委員も務める。専門はマクロ経済、
地域経済。



中央会あいち　2017年６月　（2）

■
会
長
と
し
て
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
中
央
会
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
か
を
改
め

て
考
え
ま
す
と
、
組
合
と
い
う
連
携
組
織
を
通
じ
た
中
小
企

業
の
中
核
的
な
支
援
機
関
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
経
済
を
支
え
、
地
域
の
雇
用
を
担
っ
て
い
ま
す
中
小
企

業
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
組
合
組
織
の
活

性
化
へ
の
支
援
と
と
も
に
、
中
小
企
業
連
携
の
推
進
と
支
援

活
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
中
央
会
青
年
部
部
長
（
現 

愛
知
県
中
小
企
業
青

年
中
央
会
会
長
）
と
し
て
中
央
会
の
理
事
を
務
め
た
期
間
を

含
め
る
と
、
約
20
数
年
に
わ
た
り
中
央
会
事
業
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。青
年
部
部
長
の
任
期
中
に
は
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
中
央
会
を
設
立
し
、
組
織
の
拡
大
と
活
動
範
囲
を
広

げ
、
若
手
経
営
者
の
異
業
種
交
流
と
青
年
部
の
発
展
に
尽
力

し
ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
活
か
し
、
会
員
の
皆
様
の
組
合
と

中
小
企
業
の
振
興
発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
る

所
存
で
す
。

■
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
支
援
活
動
が
必
要
で
す
か
？

　
私
は
左
記
の
事
項
に
つ
い
て
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

１
．
中
央
会
の
財
源
を
確
保
し
、
中
央
会
事
業
を
積
極
的
に

展
開
し
ま
す
。
そ
の
た
め
の
財
源
確
保
と
し
て
、
新
た
な
組

合
設
立
の
推
進
や
共
済
制
度
へ
の
加
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

２
．
身
近
な
応
援
団
と
し
て
一
層
の
巡
回
指
導
業
務
を
推
進

し
ま
す
。「
中
小
企
業
組
合
の
応
援
団
」
と
し
て
、
積
極
的

「
長
谷
川
新
会
長
に
聞
く
」

　
　
ご
　
挨
　
拶

　
こ
の
度
、
６
月
２
日
に
開
催
し
ま
し
た
第
62
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
第
11
代
会
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
長
谷
川
正
己
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
数
１
，０
８
５
組
合
、
傘
下
組
合
員
約
21
万
５
千
社
を
擁
す
る
中
央
会
会
長
と
し
て
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。
副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
の
方
々
と
連
携
を
深
め
、
会
員
皆
様
方
の
ご
期
待
に
添
う
よ
う
会
長
の
職
務
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
と
、
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

特集１
新
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
会
長
　

長
谷
川
　
正
己

団
体
歴

　
平
成
14
年
５
月
〜
　
一
般
社
団
法
人
愛
知
県
学
校
給
食
パ
ン
米
飯
協
会
　
会
長

　
平
成
14
年
５
月
〜
　
愛
知
県
パ
ン
協
同
組
合
　
代
表
理
事

　
平
成
15
年
５
月
〜
平
成
21
年
５
月
　
愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
常
任
理
事

　
平
成
21
年
５
月
〜
平
成
29
年
６
月
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
副
会
長

　（
平
成
５
年
５
月
〜
平
成
11
年
５
月
　
中
央
会
青
年
部
部
長
と
し
て
　
理
事
）

　
平
成
25
年
４
月
〜
　
協
同
組
合
ア
イ
　
代
表
理
事
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な
組
合
訪
問
を
実
施
し
、
時
代
の
要
請
に
沿
っ
た
的
確
な
支

援
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

３
．
新
た
な
組
織
化
業
務
を
推
進
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
補

正
事
業
で
あ
る
「
も
の
づ
く
り
補
助
金
」
の
認
定
を
受
け
た

中
小
企
業
者
間
の
連
携
を
深
め
、
新
商
品
・
新
技
術
の
開
発

に
結
び
付
け
る
新
た
な
組
合
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

４
．
職
員
の
働
き
甲
斐
と
や
る
気
を
引
き
出
す
明
る
い
職
場

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
中
央
会
に
は
日
々
、
様
々
な
情
報

が
全
国
か
ら
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
有
効
な
情
報
を
き
め
細

か
な
対
応
と
と
も
に
日
々
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
皆
様
か

ら
の
信
頼
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
会
員
組
合
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
職
員
の
や
る
気
と
自
信
に
つ
な
が
り
、

職
場
環
境
も
活
気
あ
る
明
る
い
職
場
と
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

■
組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
愛
知
県
パ
ン
協
同
組
合
は
戦
前
の
統
制
組
合
に
端
を
発

し
、
昭
和
22
年
に
工
業
協
同
組
合
、
昭
和
24
年
に
現
組
織
に

改
組
さ
れ
た
組
合
で
す
。

　
愛
知
県
は
パ
ン
の
生
産
量
ト
ッ
プ
で
す
が
、
近
年
の
国
内

の
パ
ン
消
費
量
及
び
生
産
量
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
高
齢
化
に
よ
る
喫

食
率
の
低
下
と
い
う
難
解
な
問
題
に
対
し
て
消
費
者
が
安
心

で
き
る
パ
ン
づ
く
り
を
目
指
し
な
が
ら
、
パ
ン
食
普
及
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
組
合
ビ
ル
（
名
古
屋
市
中
区
）
の
３
階
に
は
中
部
パ
ン
技

術
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
高
品
質
な
パ
ン
提
供
の
た
め
の
技
術

支
援
や
パ
ン
食
の
新
た
な
開
発
・
提
案
等
、
パ
ン
食
普
及
の

た
め
の
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

役　　職 氏　　名 所属組合等

会　　長 長谷川　正　己 愛知県パン協同組合

副　会　長 滝　　　幹　夫 協同組合一宮繊維卸センター

山　口　高　広 愛知県リースおしぼり協同組合

早　川　隆　雄 尾西毛織工業協同組合

石　川　喜一朗 中部製紙原料商工組合

平　岩　幸　一 愛知県眼鏡小売商協同組合

江　原　功　一 刈谷機械工業協同組合

専務理事 石　川　泰　三 愛知県中小企業団体中央会

常任理事 小野寺　俊　一 愛知県板金工業組合

吉　野　雅　山 愛知県貨物運送協同組合連合会

村　上　秀　樹 愛知県電気工事業工業組合

浅　岡　哲　也 名古屋中央市場水産物協同組合

田　邉　哲　郎 愛知県工業塗装協同組合

原　　　敏　城 中部金属熱処理協同組合

渡　邉　敬一郎 とこなめ焼協同組合

深　谷　英一郎 愛知県ビルメンテナンス協同組合

伊　藤　　　茂 愛知県電機商業組合

大　場　和　子 愛知水質検査協同組合

理　　事 冨　田　實　夫 津島毛織工業協同組合

谷　口　仁　志 愛知県鋳物工業協同組合

神　谷　　　篤 愛知県鍍金工業組合

安　藤　宏　行 岡崎鉄工会協同組合

丹　羽　　　誠 愛知県陶磁器工業協同組合

野　口　安　廣 愛知県陶器瓦工業組合

原　田　一　雄 愛知県プラスチック成形工業組合

谷　　　典　芳 愛知県タイヤ商工協同組合

大　竹　一　弘 愛知県建具協同組合

細　井　俊　男 愛知県印刷工業組合

加　藤　直　樹 愛知県紙器段ボール箱工業組合

山　田　泰　男 中部人形節句品工業協同組合

大久保　　　博 愛知県豆腐商工業協同組合

福　本　豊　彦 中日本木工機械商工協同組合

伊　藤　高　潤 愛知県機械工具商業協同組合

川　島　健　一 中部工業用ゴム製品卸商業組合

宇佐美　三　郎 愛知県石油業協同組合

中　村　富　幸 愛知県化粧品小売協同組合

米　田　昭　宏 豊橋飲食業協同組合

坪　井　明　治 愛知県商店街振興組合連合会

成　田　盛　雄 協同組合東浦センター

長　縄　義　明 犬山しろひがし商業協同組合

服　部　富　男 協同組合高速道路利用センター

平　田　　　晃 愛知県塗装工業協同組合

穂　刈　泰　男 愛知県管工事業協同組合連合会

吉　田　勝　信 愛知県広告美術業協同組合

鈴　木　英　治 愛知県室内装飾事業協同組合

西　原　英　烈 愛知県遊技業協同組合

馬　場　善志雄 愛知県警備業協同組合

竹　内　康　彦 蒲郡温泉開発事業協同組合

大　川　哲　男 愛知県クリーニング生活衛生同業組合

川　崎　智　之 愛知県中小企業青年中央会

監　　事 宮　本　　　隆 岡崎石工団地協同組合

西　村　浩　司 協同組合名古屋オールシューズ連盟

高　村　光　男 協同組合ギフト用品卸販売二十一世紀

■
会
員
の
皆
様
へ
一
言
お
願
い
し
ま
す

　
愛
知
県
中
央
会
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
身
近
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
中
小
企
業
組
合
の
応
援
団
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
職
員
と
一
体
と
な
っ
て
業
務
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新役員一覧
　第 62 回通常総会において役員選挙が行われ、長谷川新会
長をはじめ、新役員が就任いたしました。
　新体制のもと職員一丸となり、より一層職務に精励いたす
所存でございますので、今後とも変わらぬご支援、ご鞭撻を
賜りますよう、お願い申し上げます。
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特集２
　去る６月２日（金）キャッスルプラザ「鳳凰の間」において第
62 回通常総会を開催しました。会員 535 名（本人出席 109 名、
委任状出席 426 名）出席のもと、事業報告書及び収支決算書、
事業計画書及び収支予算書、賦課金の額及び徴収方法等の議案が
審議され、全議案とも原案通り承認可決決定されました。また、
役員選挙では、新役員が選出され、長谷川正己氏が新会長に選出
されました。
　また、懇親会では、長年に亘り本会の役員として尽力され、こ
のたび退任された鶴田欣也会長、松尾隆德副会長、伊藤豪副会長、
竹内一房副会長、川瀬修一副会長をはじめとした役員の方々に花
束が贈られました。

◉ 平成 29 年度事業計画
　今年度も、多様な中小企業ニーズに対応した組合運営支援を行
うとともに、中小企業及び中小企業組合の振興・発展のため、各
種支援に全力で取り組んでまいります。
　具体的には、きめ細やかかつ機動的な巡回指導と相談業務を徹
底し、組合運営支援と組織化の推進を図るとともに、ものづくり・
商業・サービスに係る革新的なサービス開発・試作品開発・生産
プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者に対する支援、円
滑な消費税転嫁と軽減税率制度対応への支援、新制度へ移行する外国人技能実習生制度への対応支援など、中
小企業組合の多様な取組みと、経営力強化を目指す中小企業への支援を強力に推進してまいります。

◉ 平成 29 年度事業実施の重点
１．きめ細かな巡回指導の徹底と組合の設立支援
２．積極的な組織化の推進 
３．革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業に対する支援
４．中小企業のための消費税軽減税率対策支援
５．外国人技能実習制度を活用する組合に対する事業運営の適正化支援
６．若手後継者並びに女性経営者の人材育成と関係団体への支援
７．組合活性化のための人材育成支援
８．中小商業・サービス業の活性化支援
９．官公需受注体制の整備と充実
10．中小企業の総意を政策に反映させるための取り組みの強化
11．自然災害からの復興等の支援継続

◉ 主な事業計画
１．中小企業連携組織推進指導事業
　　中小企業の組織化並びに組合等の指導・育成を行う。
２．小規模事業者組織化指導事業
　　全国中小企業団体中央会からの補助を受けて小規模事業者の組織化を推進する。
３．消費税軽減税率窓口相談等事業
　�　消費税軽減税率制度及び消費税率引上げに対応するため、講習会の開催、専門家派遣、相談窓口の設置等

第62回中央会通常総会開催

挨拶を述べられる鶴田会長

議長　滝　副会長
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中小企業組合等が円滑かつ適正に制度に対応できるよう支援す
る。

４．外国人技能実習制度適正化指導事業
　�　事業協同組合である監理団体や実習実施機関での不正行為等

が増加していることに鑑み、巡回指導及び講習会等による情報
提供を行い、監理団体等の事業運営の適正化を推進する。

　�　また、「外国人の技能実習の適正な実施及び技能実習生の保
護に関する法律」の公布、施行に伴い、監理団体が新たな外国
人技能実習制度へ円滑に移行できるための適切な情報提供等の
支援を行う。

５．中小企業景況調査事業
　�　独立行政法人中小企業基盤整備機構より全国中小企業団体中

央会が委託を受け、本会が委嘱する景況調査員から中小企業の
景況並びに経済動向等に関する情報を四半期毎に収集し、中小
企業対策及び組織化指導の資料とする。

６．革新的ものづくり・商業・サービス開発支援事業（補助金事業）
　�　国際的な経済社会情勢の変化に対応し、足腰の強い経済を構

築するため、経営力向上に資する革新的サービス開発・試作品
開発・生産プロセスの改善を行う中小企業・小規模事業者の設
備投資やサービス・試作品の開発を支援する。

　�　また、平成 27 年度補正予算事業において実施した補助事業者に対し、事業化報告等のフォローアップを
行う。

７．ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援事業（基金事業）
　�　平成 24 年度、平成 25 年度、平成 26 年度各補正予算事業において実施した補助事業者に対し、事業化報

告等のフォローアップを行う。

　去る６月２日（金）キャッスルプラザ「梓の間」において愛知県中小企業青年中央会第 40 回通常総会及び
青年交流会を開催しました。総会には県内の青年部関係者 51 名が出席し、各議案ともすべて全員異議なく承
認可決決定されました。また、役員選挙では、新会長に川崎智之氏（愛知県工業塗装協同組合青年経営部会）
が選任されました。
　総会終了後には青年部交流会を開催し、有限会社エイ・エル・ピー代表取締役社長八尾稔啓氏に「変革期リー
ダー必須のメンタルマネジメント」をテーマにご講演いただきました。

愛知県中小企業青年中央会第40回通常総会及び青年交流会開催

総会の様子

退任される鶴田会長への花束贈呈

就任挨拶　長谷川新会長

就任挨拶　川崎新会長



中央会あいち　2017年６月　（6）

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

凡例

好転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪化
DI≦−10

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配
置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業
界の景況報告を集計したものです。情報連絡員は
全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われて
います。

【製造業】
愛知県印刷（工）：業況は概ね横ばいであるが、原材料価格が上昇し収益を圧迫している。６月からの郵便料金の値上げで、より厳しくなるのではと
懸念している。
中部グラフィックコミュニケーションズ（工）：昨年並みの売上だが、コストアップの影響が続いているので心配。まだ厳しい状況は続くと思われる。
刈谷機械工業（協）：鋼材については、発注元の親会社からの仕入価格が高騰しているが、販売価格への転嫁は出来ない状況である。そのため需給が
タイトになってきており、採算面への影響が心配。

【非製造業】
愛知県古紙（協）：国内古紙供給面は紙製品需要の減少などから市中古紙問屋ヤードの入荷は低下傾向。これに伴い問屋ヤードの古紙流通在庫も減少
基調。一方古紙需要面は板紙向けの増加、紙向けの減少というパターンが継続。古紙輸出価格は主力の段ボール古紙などの海外市況安を受け、弱含み
となっている。国際市況は底値ムードも出てきている。

（協）ギフト用品卸販売二十一世紀：運送会社の値上げ要請に苦慮している。
愛知県中古自動車販売（商工）：先月と同様、小売向けの良質車が少なく在庫確保が依然厳しい状況である。

　●○●○● 業界レポート ●○●○●　

2017 年 4 月分
コストアップ継続への懸念

　次の文章は、組合の共同事業について述べたものです。空欄にあてはまる語句を下の語群から選びましょう。
　　１．�手形割引とは、組合員が商取引において受取った手形を、その満期前に組合へ持参し、組合はこの手形について期日まで

の利息その他の手数料を手形金額から差し引いてその残額を引き渡すものである。そしてその差し引かれるべき金額は、

① と呼ばれる。
　　２．�金融事業を実施する際には、企業面、 ② 面、債権保全面から調査を行う。
　　　　� ② 面の調査とは、申込先の所要資金計画を把握して、現在の業況や将来計画からみて必要かつ適切な資金か、

③ 等からみて妥当な金額であるかを検討することである。
　　３．�質権とは、その目的物を ④ の手許に留め置き、債務が返済されない場合は、目的物を処分して優先弁済を受ける担

保権である。
　　４．�金融事業として貸付を実行する際には、貸付先等（法人に限る）の事業目的や行為能力などを確認するために、商業登記

簿膳本・抄本、 ⑤ を徴求する。

語群
タ．債権者　　　　　　　　チ．割引料　　　　　　　　ツ．返済能力　　　　　　　テ．保証料
卜．定款　　　　　　　　　ナ．法制　　　　　　　　　ニ．債務者　　　　　　　　ヌ．印鑑証明書
ネ．資金效率　　　　　　　ノ．資金使途　　　　　　　ハ．利用実績　　　　　　　ヒ．納税証明書

　　　 回答は８ページの下に掲載しています。

～  組  合  運  営  編  ～

クイズにチャレンジ！
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平
成
29
年
度
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
等
事
業

専
門
家
を
貴
組
合
へ
派
遣
し
ま
す

　

本
会
で
は
、
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相
談
事
業
と
し

て
、
貴
組
合
ま
で
税
理
士
・
弁
護
士
等
の
専
門
家
を
派
遣
し
、

中
小
事
業
者
の
皆
様
の
様
々
な
税
務
・
労
務
・
法
律
問
題
な

ど
経
営
に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

是
非
と
も
こ
の
機
会
に
専
門
家
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、
経

営
問
題
解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
て
下
さ
い
。

【
申
込
方
法
】	�

中
央
会
あ
い
ち
に
同
封
の
申
込
書
に
ご
希

望
の
日
時
等
を
ご
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
０
５
２
ー
４
８
５
ー
９
１
９
９
）
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】	�

愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

組
織
支
援
部

平
成
29
年
度 

中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ
ー

企
業
の
継
続
的
成
長
を
目
指
す
会
計

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、「
中
小
会
計
要
領
」
に
則
っ
た
決
算
書

を
作
成
す
る
こ
と
の
意
義
、
財
務
情
報
の
経
営
活
動
へ
の
活

用
方
法
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、
自
社
の

経
営
状
況
を
把
握
し
、
金
融
機
関
・
取
引
先
等
か
ら
の
資
金

調
達
力
の
強
化
、
受
注
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
の
一
助
と
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】	�

７
月
12
日（
水
）　

14
時
〜
16
時

【
場　
　

所
】	�

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
10
階

	�


小
会
議
室　

１
０
０
７

【
講　
　

師
】	�

公
認
会
計
士
・
税
理
士　

高
橋　

英
明　

氏

【
費　
　

用
】	�

無
料

【
申
込
及
び
問
合
せ
先
】

	�


愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

労
働
企
画
部

	�


０
５
２
ー
４
８
５
ー
６
８
１
１

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
講
習
会
参
加
者
の
募
集

愛
知
県
主
催

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
国
の
施
策
動
向
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
団
体
の
取
組
内
容
を
学
ぶ

講
習
会
で
す
。

　
「
そ
も
そ
も
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
っ
て
何
？
」「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
い
ろ
い
ろ
な
団
体
が
や
っ
て
い
て
何
が
い
い
の

か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
興
味
は
あ
る
け
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い

と
い
う
方
は
、
ま
ず
こ
ち
ら
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

【
日　
　

時
】	�

平
成
29
年
６
月
30
日（
金
）14
時
〜
16
時

【
場　
　

所
】	�

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

	

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

【
参　
加　
費
】	�

無
料

【
定　
　

員
】	�

70
名
（
申
込
先
着
順
）

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/soshiki/jinzai/koushuu.

htm
l「

あ
い
ち
モ
ノ
づ
く
り
就
労
体
験
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
受
入
企
業
の
募
集

愛
知
県
主
催

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
入
経
験
が
な
い
又
は
浅
い
、
モ

ノ
づ
く
り
中
小
企
業
向
け
に
、
質
の
高
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

支
援
な
ど
受
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
を
受
入
れ
る
企
業

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
６
月
21
日（
水
）、
６
月
29
日（
木
）に
開
催
す
る
事

業
説
明
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

応
募
方
法
等
詳
し
く
は
こ
ち
ら
↓

http://w
w

w
.pref.aichi.jp/soshiki/jinzai/290531.htm

l

愛
知
県
か
ら
の
お
願
い

大
気
汚
染
の
改
善
等
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

　

愛
知
県
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
「
あ
い
ち
自
動
車
環
境

戦
略
２
０
２
０
」
を
策
定
し
、
県
民
・
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

行
政
が
協
力
し
て
、
目
標
年
度
の
平
成
32
年
度
に
向
け
て
自

動
車
環
境
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
８
月
に
施
行
し
た
「
貨
物
自
動
車
等
の

車
種
規
制
非
適
合
車
の
使
用
抑
制
等
に
関
す
る
要
綱
」
に
基

づ
き
、
関
係
の
方
々
に
対
し
、
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
非

適
合
車
の
不
使
用
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
実
施
な
ど
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
二
酸
化
窒
素
や
浮
遊
粒
子
状
物
質
の
大
気
中
濃
度

は
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
環
境
基
準
を
達
成

し
、
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続
き
、
国
道
23
号
等

の
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
た
自
動
車
環
境
対
策
を
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

１　

�

低
公
害
車
・
低
燃
費
車
の
導
入
・
優
先
利
用
、
特
に

自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
対
策
地
域
内
を
運
行
す
る

場
合
は
、
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
の
車
種
規
制
に

適
合
し
な
い
車
両
の
使
用
を
避
け
る
こ
と

　

２　

�

自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
適
合
車
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼

付
す
る
こ
と

　

３　

�

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
徹
底
す
る
こ
と

　

４　

�

沿
道
環
境
の
改
善
が
必
要
な
国
道
23
号
か
ら
伊
勢
湾

岸
自
動
車
道
等
へ
の
迂
回
運
行
や
平
成
26
年
度
か
ら

開
始
さ
れ
た
国
道
23
号
通
行
ル
ー
ル
（
名
古
屋
南
部

地
域
）
に
則
っ
た
運
行
に
努
め
る
こ
と
（
伊
勢
湾
岸

自
動
車
道
で
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
を
対
象
と
し
た
料
金
割
引

に
つ
い
て
は
、
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.c-nexco.co.jp/navi/
discount/etc/

を
ご
覧
下
さ
い
。）
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クイズにチャレンジの答え：① チ　② ノ　③ ツ　④ タ　⑤ ト

６
月
19
日（
月
）

　

10
時	

労
働
委
員
会

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

６
月
20
日（
火
）

　

10
時	
総
合
委
員
会

	

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

６
月
21
日（
水
）

　

10
時	

税
制
委
員
会

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

６
月
21
日（
水
）

　

14
時
30
分	

あ
い
ち
女
性
中
央
会　

通
常
総
会

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

　

17
時　

	

懇
親
会

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

６
月
23
日（
金
）

　

10
時	

商
業
委
員
会

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

中
央
会

　

以
上
の
ほ
か
、
貨
物
輸
送
等
を
他
者
に
依
頼
す
る
場
合
に

は
、
運
送
者
等
に
対
し
て
、
上
の
１
～
４
に
関
す
る
要
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
題
社
員
へ
の
法
的
対
応
策
と
処
遇
管
理
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー

公
益
財
団
法
人 

愛
知
県
労
働
協
会

　

本
講
座
で
は
、
企
業
に
お
い
て
問
題
を
引
き
起
こ
す
社
員

へ
の
法
律
上
の
対
応
と
処
遇
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
最

近
の
法
改
正
や
判
例
な
ど
も
ふ
ま
え
な
が
ら
実
践
的
に
講
義

致
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】	�

７
月
20
日（
木
）10
時
〜
16
時
30
分

【
場　
　

所
】	�

ア
ビ
ア
ン
（
全
労
済
愛
知
県
本
部
会
館
）

	

大
ホ
ー
ル

	�


名
古
屋
市
熱
田
区
金
山
町
１
ー
12
ー
７

【
参　
加　
費
】	�

８
，０
０
０
円
（
消
費
税
込
）

【
お
申
し
込
み
方
法
】

	�


申
込
用
紙
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ailabor.

or.jp/guide/14072.htm
l

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
２
ー
５
８
３
ー

０
５
８
５
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】	�

公
益
財
団
法
人　

愛
知
県
労
働
協
会　

労
働

教
育
グ
ル
ー
プ

	

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
５
２
ー
４
８
５
ー
７
１
５
４

	

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
２
ー
５
８
３
ー
０
５
８
５

	
E-m

ail　

rodo@
ailabor.or.jp

６
月
26
日（
月
）

　

10
時	

工
業
委
員
会

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

６
月
28
日（
水
）

　

16
時
30
分	�



愛
知
県
官
公
需
適
格
組
合
受
注
確

保
協
議
会　

通
常
総
会

ホ
テ
ル
リ
ソ
ル
名
古
屋

７
月
４
日（
火
）

　

11
時	

正
副
会
長
会

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

　

11
時
30
分	

第
１
回
愛
知
県
大
会
実
行
委
員
会

キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ

７
月
10
日（
月
）

　

10
時	

金
融
委
員
会

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー

第
29
回
Ａ
ｒ
ｔ
＆
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
２
０
１
７

　

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア 

ｉ
ｎ 

Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

名
古
屋
釦
服
飾
手
芸
卸
協
同
組
合

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
ク
ラ
フ
ト
、
ホ
ビ
ー
関
連
企

業
の
他
、
手
芸
小
売
店
、
手
工
芸
作
家
、
学
校
等

に
よ
る
展
示
、
講
習
等
、
多
彩
な
内
容
で
手
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
一
堂
に
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日　
　

時
】	�

６
月
23
日（
金
）・
24
日（
土
）

	�


10
時
〜
17
時

【
場　
　

所
】	�

名
古
屋
市
中
小
企
業
振
興
会
館
・

吹
上
ホ
ー
ル

【
入　
場　
料
】	�

無
料

【
Ｕ　
Ｒ　
Ｌ
】	�h

ttp
://w

w
w

.h
an

d
craft-

nagoya.or.jp/

外
国
人
技
能
実
習
機
構
名
古
屋
事
務
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

【
担
当
区
域
】	�

岐
阜
県
、
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県

【
所　
在　
地
】	�

名
古
屋
市
中
区
栄
４
ー
15
ー
32

	�


日
建
・
住
生
ビ
ル
５
階

【
電　
　

話
】	�

０
５
２
ー
６
８
４
ー
８
４
０
２

※�

監
理
団
体
の
許
可
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
本
部
監
理
団
体

部
（
０
３
ー
６
７
１
２
ー
１
９
２
３
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

組
合



�������� ����������
��
	��

��������������� ­���������� ��� ����������������

� � � � � � � � � �

� ¡ ¢ £ ¤ � �

¥¤¦§ �̈©���ª«¬®¯§

°¤±²³ µ́�¶�¢£¤®

·�¸¹«º»

¼�½�¾¿ÀÁ

��Â�Ã�ÄÅÆÇ±È

ÉÊËÌ�ÍÎÁÏ�ÐÑ

�����

��ÒÓ����

ÔÒÈÉÊÕÆºÖ×��

ØÙÚ

（独）中小企業基盤整備機構の事業紹介

　中小機構では、中小企業の経営課題にアプローチ
する「オーダーメイド型」、解決策の提示ではなく
一緒に考える「伴走型」、支援プロセスを通じた社
内の「人材育成」といった支援の特徴をもつ、課題
解決のための専門家派遣制度があります。　　
　今回は、ターゲット層の声を徹底してマーケティ
ング活動へ反映した支援事例をご紹介します。
　制度に関することなど、お気軽にお問い合わせく
ださい。

【専門家派遣制度・支援事例のご紹介】
〈支援先企業概要〉
松栄電子工業株式会社（愛知県名古屋市）
　電気通信工事業として公共事業を中心に、電気通
信機器の開発・販売・工事・保守事業を展開。メイ
ン事業のノウハウを活用し、難聴者の生活の質を高
めるため集音器「デカ音くん」を開発し、市場投入
していました。
〈経営課題と支援背景〉
　「デカ音くん」は、イヤホン付の集音器という形
で、ポータブル性、オリジナルデザイン性などで好
評でした。
　しかしながら、自社のホームページなど直接販売
が中心でしたので、多くの人の悩みを解決するまで
はいたっていませんでした。
　そこで、「デカ音くん」に次ぐ、第二弾製品の開
発に際し、耳が聞こえづらい方の声に、もう一度耳
を傾け、白紙の状態から考え直すことにしました。
〈支援テーマ〉
　「新型補聴器等のマーケティング戦略を策定及び
事業推進のための体制の構築」
〈主な活動内容と成果〉
・製品のデザイン段階から、機能、価格、販売ルー
ト、販売促進までのプロジェクトチームを編成。
・お客様の視点から検討した新しいコンセプト「魅
せる集音器」に基づき、デザイン・機能等を改良。

経営課題解決のために―中小機構の専門家派遣制度

・市場導入の考え方から、集音器の見え方・習慣を
変えるため、「Phontec」にネーミングを変更。
・市場導入の戦略を考えるにあたり、対象層の行動
動線を確認し、タイミング、アプローチ方法等を
検討。
・発売時には、話題性を喚起する情報発信と拡散の
しくみを展開。
・製品の特徴上、情報発信だけではなく、定期的な
体験型セミナーなど、徹底して試用していただく
機会を数多く設定。
・取扱店舗は、１年で全国に100店舗以上に拡大。

〈社長からのメッセージ〉
　中小機構の支援では、目的であった、自社にマー
ケティングのノウハウが残り、今後における販売活
動が、自立してできる風土づくりができ、これまで
にない新たな動きが始まりました。

≪お問い合わせ先≫

中小企業基盤整備機構（中小機構）中部
経営支援課

TEL：052-220-0516

中小機構　中部 検 索
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